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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第92期
第３四半期
連結累計期間

第93期
第３四半期
連結累計期間

第92期
第３四半期
連結会計期間

第93期
第３四半期
連結会計期間

第92期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成21年
　　10月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

売上高 (百万円) 18,092 14,051 5,662 4,760 22,270

経常利益
又は経常損失(△)

(百万円) 224 258 △314 137 △475

四半期純利益

又は四半期(当期)純損失(△)
(百万円) △77 222 △457 206 △700

純資産額 (百万円) ― ― 34,449 33,496 33,106

総資産額 (百万円) ― ― 48,721 42,701 45,380

１株当たり純資産額 (円) ― ― 464.48 455.46 450.47

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期(当期)純損失金額(△)
(円) △1.07 3.09 △6.30 2.88 △9.65

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ─ ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 68.9 76.6 71.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 25 2,463 ― ― 1,207

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,461 129 ― ― △1,002

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,249 △3,007 ― ― △2,115

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 3,846 4,136 4,528

従業員数 (名) ― ― 383 392 383

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　なお、第92期及び第92期第３四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額

については、１株当たり四半期(当期)純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

EDINET提出書類

群栄化学工業株式会社(E00448)

四半期報告書

 2/32



２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数(名)
392
（71）

(注) １　従業員数は、当社グループ外から当社への出向者を含む就業人員数であります。

２　従業員数欄（外書）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日7.5時間換算）であり

ます。

　

(2) 提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 332

(注)１　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

　

前連結会計年度に事業の種類別セグメントの区分を変更したため、前年同四半期比較に当たっては前年

同四半期実績値を変更後の区分に組替えて行っております。

　

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメント 生産高(百万円) 前年同四半期比（％）

化学品事業 3,191 △5.6

食品事業 1,042 △13.3

合計 4,234 △7.6

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当社グループは受注見込みによる生産方式をとっております。
　
(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメント 販売高(百万円) 前年同四半期比（％）

化学品事業 3,504 △14.6

食品事業 1,217 △20.1

その他事業 37 ＋17.4

合計 4,760 △15.9

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【事業等のリスク】

　

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

　

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、第２四半期連結会計期間から引き続き、生産や輸出

の回復が見られ、景気悪化にも底打ちの兆しが見られるものの、設備投資の回復の遅れや雇用・所得環境

の厳しさによる個人消費の低迷、デフレによる企業収益の下振れリスクは依然として高く、先行きは不透

明な状況となっております。

　このような状況のもと、当社グループは販売体制の合理化を図り積極的な営業活動を展開してまいりま

したが、売上高は前年同四半期比15.9％減の4,760百万円となりました。

　利益面では、売上高の減少や新工場稼動に伴う減価償却費等の経費増加がありましたが、合併の効果及

びコスト削減活動に努めてまいりました結果、営業利益は111百万円（前年同四半期300百万円の営業損

失）、経常利益は137百万円（前年同四半期314百万円の経常損失）、四半期純利益は206百万円（前年同

四半期457百万円の四半期純損失）となりました。

所在地別セグメントの業績は、日本においては、電子材料関連向けが順調に推移いたしましたが、全体

として前年同四半期に比べ低調に推移したため、売上高は前年同四半期比10.8％減の4,268百万円となり

ましたが、営業利益は18百万円（前年同四半期401百万円の営業損失）となりました。また、アジアにおい

ては世界不況の影響により自動車関連向けの回復が遅れ、売上高は前年同四半期比42.0％減の526百万円

となりましたが、営業利益は前年同四半期比1.2％増の96百万円となりました。

　

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

　なお、前第３四半期連結累計期間まで高機能繊維関連は「その他事業」に含めておりましたが、平成21

年４月１日をもって、当社が国内子会社３社を吸収合併することを契機に社内組織及び事業区分の見直

しを行った結果、前連結会計年度で「化学品事業」に含めて表示する方法に変更したため、前第３四半期

連結会計期間との比較は前第３四半期連結会計期間の実績を組替えて記載しております。

　

［化学品事業］

電子材料向け樹脂は中国特需等海外向けが好調に推移しましたが、自動車関連向け及び住宅関連向け

樹脂並びに在外子会社は前年同四半期に比べ低調に推移した結果、売上高は前年同四半期比14.6％減の

3,504百万円となりました。利益面では、売上高の減少や新工場稼動による減価償却費等の経費増加があ

りましたが、継続的なコスト低減活動に努めた結果、営業利益は183百万円（前年同四半期260百万円の営

業損失）となりました。
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［食品事業］

飲料向けは夏場の天候不順等により前年同四半期に比べ低調に推移した結果、売上高は前年同四半期

比20.1％減の1,217百万円となりました。利益面では、継続的なコスト低減活動に努めましたが、売上高の

減少により、営業損失は84百万円（前年同四半期57百万円の営業損失）となりました。

［その他事業］

不動産活用業は前年並みに推移し、売上高は前年同四半期比17.4％増の37百万円となりましたが、営業

利益は前年同四半期比21.8％減の13百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末と比べ2,678百万円減少し、42,701百万円

となりました。これは、設備投資による有形固定資産の増加があったものの、有価証券の償還による減少

及び借入金返済による現金の減少が主な要因であります。

　負債合計は前連結会計年度末と比べ3,068百万円減少し、9,205百万円となりました。これは、借入金返済

による減少が主な要因であります。

　純資産合計は前連結会計年度末に比べ389百万円増加し、33,496百万円となりました。これは、四半期純

利益の計上による利益剰余金の増加及び有価証券の時価回復による評価差額金の増加が主な要因であり

ます。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、787百万円の収入（前年同

四半期546百万円の支出）となりました。これは前第３四半期連結会計期間に比べ非資金項目調整後四半

期純利益が増加し、売掛債権の回収による収入が増加したこと等によります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、37百万円の収入（前年同四半期556百万円の支出）となりまし

た。これは前第３四半期連結会計期間に比べ有価証券の償還による収入が増加し、有形固定資産の取得に

よる支出が減少したことによります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、845百万円の支出（前年同四半期35百万円の収入）となりまし

た。これは前第３四半期連結会計期間に比べ配当金の支払額が減少したものの、短期借入金の返済による

支出があったことによります。

　この結果、現金及び現金同等物の当第３四半期連結会計期間末残高は前年同四半期末に比べ290百万円

増加し、4,136百万円となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は252百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 176,211,000

計 176,211,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 89,983,08589,983,085
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
1,000株であります。

計 89,983,08589,983,085─ ─

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年12月31日 ─ 89,983 ─ 5,000 ─ 7,927

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式　18,068,000
― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式　71,239,000 71,239 ─

単元未満株式 普通株式　 　676,085 ― ─

発行済株式総数 89,983,085― ―

総株主の議決権 ― 71,239 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が5,000株(議決権5個)含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄には自己保有株式392株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
群栄化学工業株式会社

高崎市宿大類町700 18,068,000─ 18,068,00020.1

計 ― 18,068,000─ 18,068,00020.1

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 215 209 250 231 239 233 226 218 230

最低(円) 198 198 202 200 206 204 193 190 208

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結

累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、

当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期

間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成

しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月

１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第３四半期

連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年

４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、赤坂有限責任監査法人により

四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,134 4,554

受取手形及び売掛金 ※１
 5,694 5,485

有価証券 606 2,288

商品及び製品 1,539 1,656

仕掛品 13 17

原材料及び貯蔵品 515 602

その他 573 705

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 13,077 15,309

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 19,841 19,612

減価償却累計額及び減損損失累計額 △12,318 △11,925

建物及び構築物（純額） 7,522 7,686

機械装置及び運搬具 23,390 22,716

減価償却累計額及び減損損失累計額 △19,201 △18,142

機械装置及び運搬具（純額） 4,188 4,574

土地 7,639 7,639

リース資産 31 25

減価償却累計額及び減損損失累計額 △5 △2

リース資産（純額） 25 22

建設仮勘定 490 67

その他 2,386 2,360

減価償却累計額及び減損損失累計額 △2,015 △1,919

その他（純額） 370 440

有形固定資産合計 20,237 20,431

無形固定資産 305 363

投資その他の資産

投資有価証券 8,705 8,763

その他 668 887

貸倒引当金 △88 △169

投資損失引当金 △204 △204

投資その他の資産合計 9,081 9,276

固定資産合計 29,623 30,071

資産合計 42,701 45,380
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,620 2,293

短期借入金 1,000 2,600

1年内返済予定の長期借入金 750 1,400

未払金 983 1,599

未払法人税等 49 44

賞与引当金 85 135

その他 190 56

流動負債合計 5,679 8,128

固定負債

長期借入金 2,155 2,775

退職給付引当金 974 955

環境対策引当金 6 6

負ののれん 57 77

その他 332 331

固定負債合計 3,525 4,145

負債合計 9,205 12,273

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 25,905 25,977

利益剰余金 6,811 6,589

自己株式 △4,705 △4,701

株主資本合計 33,011 32,864

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6 △185

繰延ヘッジ損益 － △0

為替換算調整勘定 △285 △310

評価・換算差額等合計 △292 △496

少数株主持分 777 738

純資産合計 33,496 33,106

負債純資産合計 42,701 45,380
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 18,092 14,051

売上原価 ※１
 15,629 11,938

売上総利益 2,463 2,112

販売費及び一般管理費 ※２
 2,328

※２
 1,953

営業利益 134 159

営業外収益

受取利息 120 94

受取配当金 58 21

負ののれん償却額 19 19

持分法による投資利益 12 －

その他 54 40

営業外収益合計 265 176

営業外費用

支払利息 67 49

持分法による投資損失 － 6

為替差損 54 8

その他 53 13

営業外費用合計 175 77

経常利益 224 258

特別利益

償却債権取立益 25 －

貸倒引当金戻入額 0 75

保険差益 － 98

特別利益合計 26 173

特別損失

固定資産処分損 149 31

投資有価証券評価損 4 －

投資有価証券売却損 2 －

役員退職慰労金 3 －

特別損失合計 159 31

税金等調整前四半期純利益 91 400

法人税、住民税及び事業税 86 52

法人税等調整額 △36 48

法人税等合計 49 101

少数株主利益 120 76

四半期純利益又は四半期純損失（△） △77 222
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 5,662 4,760

売上原価 ※１
 5,213 3,993

売上総利益 448 766

販売費及び一般管理費 ※２
 749

※２
 654

営業利益又は営業損失（△） △300 111

営業外収益

受取利息 32 31

受取配当金 17 －

負ののれん償却額 6 6

持分法による投資利益 3 0

その他 14 5

営業外収益合計 74 43

営業外費用

支払利息 21 12

為替差損 35 －

その他 32 5

営業外費用合計 89 17

経常利益又は経常損失（△） △314 137

特別利益

貸倒引当金戻入額 0 74

保険差益 － 98

特別利益合計 0 173

特別損失

固定資産処分損 125 11

投資有価証券評価損 4 －

特別損失合計 129 11

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△443 299

法人税、住民税及び事業税 21 23

法人税等調整額 △37 34

法人税等合計 △16 58

少数株主利益 30 34

四半期純利益又は四半期純損失（△） △457 206

EDINET提出書類

群栄化学工業株式会社(E00448)

四半期報告書

15/32



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 91 400

減価償却費 1,438 1,667

負ののれん償却額 △18 △19

賞与引当金の増減額（△は減少） △106 △49

退職給付引当金の増減額（△は減少） △82 19

受取利息及び受取配当金 △179 △115

支払利息 67 49

売上債権の増減額（△は増加） △334 △191

たな卸資産の増減額（△は増加） △332 207

仕入債務の増減額（△は減少） △148 325

その他 △297 97

小計 98 2,390

利息及び配当金の受取額 234 145

利息の支払額 △65 △55

法人税等の支払額 △242 △15

営業活動によるキャッシュ・フロー 25 2,463

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 1,800 2,300

有形固定資産の取得による支出 △3,792 △1,748

投資有価証券の取得による支出 △283 △1,883

投資有価証券の売却及び償還による収入 921 1,500

その他 △107 △38

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,461 129

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 600 △1,600

長期借入金の返済による支出 △1,269 △1,270

自己株式の純増減額（△は増加） △103 △2

配当金の支払額 △438 △71

少数株主への配当金の支払額 △37 △62

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,249 △3,007

現金及び現金同等物に係る換算差額 △113 22

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,799 △391

現金及び現金同等物の期首残高 6,645 4,528

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 3,846

※１
 4,136
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【継続企業の前提に関する事項】

　

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日  至　平成21年12月31日)

　　連結の範囲の変更

前連結会計年度において、当社の連結子会社であった群栄商事株式会社、群栄ボーデン株式会社及び日本カイ

ノール株式会社は、第１四半期連結会計期間において当社が吸収合併し、消滅したため、連結の範囲から除外し

ております。

 

　

　

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

 

２　棚卸資産の評価方法

　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

 

３　固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分する

方法によっております。

　なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。

 

４　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降の経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれてお

ります。

受取手形 109百万円

 
――――――――――――

 

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年12月31日)

※１　棚卸資産の収益性の低下による簿価切下額

売上原価 316百万円

 

 
――――――――――――

※２　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

運送・保管料 543百万円

給料 467

賞与引当金繰入額 17

役員賞与引当金繰入額 28

退職給付費用 27

減価償却費 149

研究開発費 152

その他 941

　　　計 2,328

 

※２　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

運送・保管料 467百万円

給料 433

賞与引当金繰入額 29

退職給付費用 33

減価償却費 138

研究開発費 113

その他 738

　　　計 1,953

 

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間 
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日 
  至　平成21年12月31日)

※１　棚卸資産の収益性の低下による簿価切下額

売上原価 298百万円

 

 
――――――――――――

 

※２　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

運送・保管料 179百万円

給料 149

賞与引当金繰入額 17

役員賞与引当金繰入額 10

退職給付費用 8

減価償却費 49

研究開発費 45

その他 288

　　　計 749

 

※２　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

運送・保管料 152百万円

給料 143

賞与引当金繰入額 25

退職給付費用 11

減価償却費 47

研究開発費 42

その他 232

　　　計 654
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年12月31日現在)

現金及び預金 3,883百万円

有価証券 2,383

　　　計 6,266

預入期間が３か月超の定期預金 △45

MMF及びCP以外の有価証券 △2,374

現金及び現金同等物 3,846
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年12月31日現在)

現金及び預金 4,134百万円

有価証券 606

　　　計 4,741

預入期間が３か月超の定期預金 △7

MMF及びCP以外の有価証券 △598

現金及び現金同等物 4,136
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　
１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 89,983,085

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 18,145,344

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 71 1 平成21年３月31日 平成21年６月29日 資本剰余金

(注) 純資産減少割合は0.003であります。

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　

　　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月1日  至  平成20年12月31日)

　
化学品事業
(百万円)

食品事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

3,802 1,524 335 5,662 ― 5,662

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ―

計 3,802 1,524 335 5,662 (─) 5,662

営業損失(△) △124 △57 △118 △300 (─) △300

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。　

２　各事業の主な製品

　 (1)　化学品事業・・・・工業用フェノール樹脂及びその関連製品、化学工業薬品

(2)　食品事業・・・・・異性化糖、穀物シロップ、水飴、オリゴ糖及びその関連製品

(3)　その他事業・・・・高機能繊維、その他

３　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの

方法）に変更しております。

４　当社及び国内連結子会社について、法人税法の改正（減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正す

る省令　平成20年４月30日　財務省令第32号）に伴い、第１四半期連結会計期間より、機械装置の一部の耐用年数

を９年から８年へ変更しております。

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　
化学品事業
(百万円)

食品事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

3,504 1,217 37 4,760 ― 4,760

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ―

計 3,504 1,217 37 4,760 (─) 4,760

営業利益又は営業損失(△) 183 △84 13 111 (─) 111

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。　

２　各事業の主な製品

　 (1)　化学品事業・・・・工業用フェノール樹脂及びその関連製品、高機能繊維、化学工業薬品

(2)　食品事業・・・・・異性化糖、穀物シロップ、水飴、オリゴ糖及びその関連製品

(3)　その他事業・・・・不動産活用業、その他

３　前第３四半期連結累計期間まで高機能繊維関連は「その他事業」に含めておりましたが、平成21年４月１日を

もって、当社が国内子会社３社を吸収合併することを契機に社内組織及び事業区分の見直しを図った結果、前連

結会計年度で「化学品事業」に含めて表示することに変更いたしました。

　前第３四半期連結会計期間のセグメント情報を当第３四半期連結会計期間の事業区分の方法により区分する

と、以下のとおりとなります。

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　
化学品事業
(百万円)

食品事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

4,105 1,524 32 5,662 ― 5,662

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ―

計 4,105 1,524 32 5,662 (─) 5,662

営業利益又は営業損失(△) △260 △57 16 △300 (─) △300
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４　営業費用の配賦方法の変更

　　　国内連結子会社３社を吸収合併したことを機に、製・販・技一体としたユニット制を導入したことにより、第

１四半期連結会計期間から当社の管理部門に係る費用について、その発生の態様を再検討し、各事業への用役

提供率をより適切に反映した配賦基準に変更いたしました。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　
化学品事業
(百万円)

食品事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

12,383 4,394 1,314 18,092 ― 18,092

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ―

計 12,383 4,394 1,314 18,092 (─) 18,092

営業利益又は営業損失(△) 468 △281 △52 134 (─) 134

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。　

２　各事業の主な製品

　 (1)　化学品事業・・・・工業用フェノール樹脂及びその関連製品、化学工業薬品

(2)　食品事業・・・・・異性化糖、穀物シロップ、水飴、オリゴ糖及びその関連製品

(3)　その他事業・・・・高機能繊維、その他

３　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの

方法）に変更しております。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ、「化学品事業」の営業利益は191百万円減少し、「食品事

業」及び「その他事業」の営業損失はそれぞれ、18百万円、106百万円増加しております。

４　当社及び国内連結子会社について、法人税法の改正（減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正す

る省令　平成20年４月30日　財務省令第32号）に伴い、第１四半期連結会計期間より、機械装置の一部の耐用年数

を９年から８年へ変更しております。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ、「化学品事業」の営業利益は41百万円減少しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　
化学品事業
(百万円)

食品事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

9,360 4,580 110 14,051 ― 14,051

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ―

計 9,360 4,580 110 14,051 (─) 14,051

営業利益 98 21 39 159 (─) 159

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。　

２　各事業の主な製品

　 (1)　化学品事業・・・・工業用フェノール樹脂及びその関連製品、高機能繊維、化学工業薬品

(2)　食品事業・・・・・異性化糖、穀物シロップ、水飴、オリゴ糖及びその関連製品

(3)　その他事業・・・・不動産活用業、その他
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３　前第３四半期連結累計期間まで高機能繊維関連は「その他事業」に含めておりましたが、平成21年４月１日を

もって、当社が国内子会社３社を吸収合併することを契機に社内組織及び事業区分の見直しを図った結果、前連

結会計年度で「化学品事業」に含めて表示することに変更いたしました。

　前第３四半期連結累計期間のセグメント情報を当第３四半期連結累計期間の事業区分の方法により区分する

と、以下のとおりとなります。

前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
化学品事業
(百万円)

食品事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

13,192 4,394 505 18,092 ― 18,092

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ―

計 13,192 4,394 505 18,092 (─) 18,092

営業利益又は営業損失(△) 361 △281 54 134 (─) 134

     ４　営業費用の配賦方法の変更

　　　国内連結子会社３社を吸収合併したことを機に、製・販・技一体としたユニット制を導入したことにより、第

１四半期連結会計期間から当社の管理部門に係る費用について、その発生の態様を再検討し、各事業への用役

提供率をより適切に反映した配賦基準に変更いたしました。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、「化学品事業」及び「その他事業」の営業利益はそれぞ

れ70百万円、15百万円減少し、「食品事業」の営業利益は85百万円増加しております。

　

【所在地別セグメント情報】

　

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　
日本
(百万円)

アジア　
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

4,754 908 5,662 ― 5,662

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

29 ― 29 (29) ―

計 4,783 908 5,691 (29) 5,662

営業利益又は営業損失(△) △401 95 △305 5 △300

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　日本以外の区分に属する主な国又は地域

アジア・・・・タイ王国
３　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの

方法）に変更しております。

４　当社及び国内連結子会社について、法人税法の改正（減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正す

る省令　平成20年４月30日　財務省令第32号）に伴い、第１四半期連結会計期間より、機械装置の一部の耐用年数

を９年から８年へ変更しております。
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当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　
日本
(百万円)

アジア　
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

4,239 521 4,760 ― 4,760

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

29 5 34 (34) ―

計 4,268 526 4,795 (34) 4,760

営業利益 18 96 115 (3) 111

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　日本以外の区分に属する主な国又は地域

アジア・・・・タイ王国
　

前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
日本
(百万円)

アジア　
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

15,489 2,602 18,092 ― 18,092

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

102 ― 102 (102) ―

計 15,592 2,602 18,195 (102) 18,092

営業利益又は営業損失(△) △203 331 128 6 134

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　日本以外の区分に属する主な国又は地域

アジア・・・・タイ王国
３　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの

方法）に変更しております。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ、「日本」の営業損失は316百万円増加しております。

４　当社及び国内連結子会社について、法人税法の改正（減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正す

る省令　平成20年４月30日　財務省令第32号）に伴い、第１四半期連結会計期間より、機械装置の一部の耐用年数

を９年から８年へ変更しております。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ、「日本」の営業損失は41百万円増加しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　
日本
(百万円)

アジア　
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

12,737 1,313 14,051 ― 14,051

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

74 13 88 (88) ―

計 12,812 1,327 14,139 (88) 14,051

営業利益又は営業損失(△) △73 236 163 (3) 159

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　日本以外の区分に属する主な国又は地域

アジア・・・・タイ王国
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 1,151 87 1,238

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― 5,662

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

20.3 1.6 21.9

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

　 (1)　アジア・・・・・・タイ王国、台湾、韓国、中国

(2)　その他の地域・・・米国、ドイツ

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 806 33 840

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― 4,760

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

16.9 0.7 17.7

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

　 (1)　アジア・・・・・・タイ王国、韓国、台湾、中国

(2)　その他の地域・・・米国、ドイツ

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 3,523 223 3,746

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― 18,092

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

19.5 1.2 20.7

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

　 (1)　アジア・・・・・・タイ王国、台湾、韓国、中国

(2)　その他の地域・・・米国、ドイツ

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 2,085 80 2,165

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― 14,051

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

14.8 0.6 15.4

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

　 (1)　アジア・・・・・・タイ王国、韓国、台湾、中国

(2)　その他の地域・・・米国、ドイツ

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　
　

EDINET提出書類

群栄化学工業株式会社(E00448)

四半期報告書

25/32



(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)

　

　時価のある満期保有目的の債券及びその他有価証券が、企業集団の事業の運営において重要なものと

なっており、かつ、当該有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に

比べて著しい変動が認められます。

　

１　満期保有目的の債券で時価のあるもの

区分
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

時価(百万円) 差額(百万円)

社債 100 100 0

その他 1,699 1,602 △97

計 1,800 1,702 △97

　

２　その他有価証券で時価のあるもの

区分 取得原価(百万円)
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

差額(百万円)

株式 2,389 2,403 14

債券 4,236 4,215 △21

計 6,626 6,619 △7
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(１株当たり情報)

　
１　１株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 455.46円
　

　 　

　 450.47円
　

　

２　１株当たり四半期純損益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

　

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 1.07円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

─
　

１株当たり四半期純利益金額 3.09円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

─

　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　また、前第３四半期連結累計期間については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しな

いため、記載しておりません。

２．１株当たり四半期純損益金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失(△)(百万円)

△77 222

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
(△)(百万円)

△77 222

普通株主に帰属しない金額（百万円） ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 72,753 71,845

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日 
  至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 6.30円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

─
　

１株当たり四半期純利益金額 2.88円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

─

　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　また、前第３四半期連結会計期間については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しな

いため、記載しておりません。

２．１株当たり四半期純損益金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日 
  至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失(△)(百万円)

△457 206

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
(△)(百万円)

△457 206

普通株主に帰属しない金額（百万円） ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 72,585 71,840
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

第93期（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）中間配当については、平成21年10月27日開催の

取締役会において、これを行わない旨を決議いたしました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

群栄化学工業株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　平　田　　　　稔　　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　西　村　　克　広　　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている群栄

化学工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、群栄化学工業株式会社及び連結子会社の平成

20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は当第１四

半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月８日

群栄化学工業株式会社

取締役会  御中

　

赤坂有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　池　田　　　　勉　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　荒　川　　和　也　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている群栄

化学工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、群栄化学工業株式会社及び連結子会社の平成

21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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